
つなぐニュースレター
学んだこといろいろ

本年も引き続き、賛助会費・ご寄付をお願いいたします。

2025.1.20

受任状況 43件（12/31）
前回のニュースレター以降、いろいろと最新の情報を
得る機会がありました。
ひとつは自閉症ネオカンファレンスでの学びです。研究
事業の成果物の普及啓発を目的に出席しました。基調
講演で、よこはま発達クリニックの宇野医師が自閉症の
多様性についてお話しされました。近年の遺伝子研究か
ら明らかになったことには、自閉症に関係する遺伝子は
数千あり、影響力の弱い遺伝子が多数を占めるそうです。
障がいの現れ方も多種多様であることが納得できました。
また、改めて障がいのある・なしに境界線を引くことはで
きないと思いました。
もうひとつは専門研修からの学びです。近年、障がい
者入所施設では、グループホーム移行を想定した支援が
行われていますが、なかなかイメージがつかめませんでし
た。お話を伺い、施設が移行後のバックアップ体制がある
ことや再入所して生活の立て直しもできることがわかりま
した。
同じく専門研修で、基幹相談支援センターの役割につ
いて学び直しました。基幹相談支援センターは障害者版
の地域包括支援センターと同様に障害者の総合相談の
役割を果たしています。例えば、障がい者のショートステイ
先を確保することは至難の業です。事例紹介から、そのよ
うなとき、ショートステイ先の確保、施設間の移動支援な
ど、普段利用している福祉サービスだけでは対応できな
い部分を支援してくださるとのことでした。後見人にとって
も頼れる先だと思いました。
今年も研鑽を積み、質の高い後見業務をご提供できた
らと思います。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

代表 西田ちゆき

2024年度も賛助費

賛助会員募集中！

2024年3月時点
賛助会員143人

払込取扱票で振り込む場合：
00280-9-106282

個人会員 1口 3,000円
団体会員 1口 5,000円

振込先：NPO法人つなぐ
ゆうちょ銀行〇二九店（ゼロニキュウ）
当座預金 0106282

ゆうちょ銀行から記号番号で振り込む場合：
記号 00280 番号 106282

後見類型 保佐類型 補助類型 任意後見任意（発効）

24 10 2 5 2

56% 23% 5% 12% 5%

知的障がい 精神障がい その他

31 7 5

72% 16% 12%

支援者 本人・家族 家庭裁判所 行政

25 9 4 5

58% 21% 9% 12%

障がい別

類型別

相談経路別



特集 住み慣れた自宅で暮らしたい

Tel：045-717-6662
Fax：045-717-6668

Mail：turumi@npo-tunagu.org

〒230-0051
横浜市鶴見区鶴見中央3-21-9
東建シティハイツ鶴見中央202

＜発行元・お問い合わせ先＞

NPO法人つなぐ

イベントレポート

＊小さな勉強会
2/18(火)、2/21(金)、2/26(水)
つなぐの事務所で開催します。都合の
悪い方は、個別に日程調整いたします。
お電話、メールでご相談ください。
＊けんたろうカフェ
今年も6月と10月に開催予定です。

作：川村美智子
問題解決の即効薬は？

イベントのご案内

捨てられない・片付けられない方は
たくさんおられます。「ゴミ屋敷」と
は「捨てられない」がエスカレートし、
近隣にも迷惑をかけてしまう住居のこ
とです。ゴミ屋敷にしてしまう住人の
多くは、認知症、精神疾患があり状態
が悪い、発達障がいがあるなどと指摘
されています。冷静に考えると、認知
症や精神疾患はだれもがそのリスクを
抱えていますので、どうやらこの問題、
他人事ではなさそうです。
ではゴミ屋敷問題をいかに解決する
べきでしょうか。ご存知のように即効
薬はありません。左記の漫画でご紹介
しているように、時間をかけて本人の
気持ちに寄り添って片付けていくのが
一番の近道です。
実際に、後見業務でも、放置してい
るものから、汚臭や害虫が発生してい
ると苦情を受けることがあります。近
隣住民に直接迷惑をかけてしまいそう
な場合は、本人を説得し、早急に対応
るよう努力します。しかし、それ以外
については、ヘルパーさんらと連携し
ながら、ゆっくり時間をかけるのが原
則です。
身も蓋も無い話ですが、結局、あま
り状況は変わりません。私たちは、む
しろ、「整理整頓・物が少ないことが
良い状態である」という価値観からの
脱却を求められているような気がして
います。
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